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環境部ごみゼロ推進課 

事業系廃棄物収集届出制度の概要 

中野区では、事業系廃棄物の適正排出を推進するため、区の収集を利用する事業者に廃

棄物処理状況の届出を義務化する「事業系廃棄物収集届出制度」（以下「届出制度」という。）

を導入しています。 

この届出制度により、事業者の廃棄物処理状況を的確に把握することで、有料ごみ処理

券の添付や分別の徹底等、適正排出に向けた指導を効果的に行います。また、区が一般廃

棄物処理実施計画を策定するにあたり、根拠となるデータとしても活用します。 

１．「事業系廃棄物収集届出制度」の概要 

① 届出対象者

常時使用する従業員の数が２０名以下、または、１日の平均ごみ排出量が５０ｋｇ未
満の事業者

② 届出内容

届出対象者は、「事業系廃棄物排出届出書」（以下「届出書」という。）により、区長に

次の項目を届け出なければなりません。 

・事業者の氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

・所在地 

・電話番号 

・業種 

・常時使用する従業員の数 

・事業系廃棄物の排出量 

・その他区長が必要と認める事項（排出場所など） 

③ 届出の手続き

平成２８年２月に、区から区内の全事業者に対し、「届出制度」の案内を送付しました。 

区の収集を利用する上記①の届出対象者は、「届出書」により上記②の内容を届け出な

ければなりません。（ただし、条例等に基づき既に区へごみ排出情報を提出している事業

者については、届出手続きを行ったものとみなします。（大規模建築物の所有者、医療機

関等） 

区は、「届出書」の提出を受けた事業者に対して事業者番号を付与し、「届出済証」を

交付します。 

また、許可業者に委託するなど、区の収集を利用しない事業者についても、「事業系ご

み・資源処理状況調査票」（以下「調査票」という。）の提出をお願いしています。

へのご協力をお願いします。 

いずれの回答もない事業者については、訪問調査を実施し、届出対象者であった場合

には、「届出書」の提出を求めます。 

調査



2 

④ 届出内容に変更が生じた場合

届出書提出後、廃業や事業者名の変更、民間処理業者委託への移行など、届出済証の

記載内容に変更が生じた事業者は、遅滞なく届け出なければなりません。「事業系廃棄物

排出届出事項変更届出書」（以下「変更届出書」という。）に変更内容、変更理由等を記

載し、提出していただきます。

⑤ 新たに事業を開始する事業者

平成２８年２月以降、新たに事業者は、廃棄物処理業者に委託するなど、自らの責任

で処理することが原則ですが、①に該当し、区の収集を利用する場合には、区長に「届

出書」を提出しなければなりません。 

※ ④⑤に該当する方は、ごみゼロ推進課（03-3228-5563）にご相談ください。 

＜事業系廃棄物収集届出制度のながれ＞ 

  区から全事業者に対し、『事業系廃棄物収集届出制度』の案内を送付 

（平成２８年２月） 

区の収集を利用する事業者 区の収集を利用しない事業者 

【新たに事業を開始する事業者を含みます】 

『事業系ごみ・資源 

  『事業系廃棄物排出届出書』 の処理状況調査票』 

（調査への協力） 

中 野 区 中 野 区 

『届出済証』の交付 

届出書を提出した事業者 

２．「届出済証」と「有料ごみ処理券」の添付について 

  「届出書」を提出いただいた事業者に対し、 

事業者番号を記載した「届出済証」を交付し 

ます。区の収集を利用する事業者は、ごみの 

容量にあった「有料ごみ処理券」を添付して、 

集積所にごみ・資源を排出しなければなりませ 

ん。「有料ごみ処理券」の事業者名の欄に、事業 

者番号と事業者の氏名を記載して、排出する 

ごみ・資源に添付してください。 

民間処理業者の利用や自己処理など

事業系ごみ・資源の処理状況の把握 

Ａ8-999 ●●商店○ 
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３．有料ごみ処理券未添付に対する罰則の導入 

中野区では、事業系廃棄物の適正排出を促進し、事業者間の公平性を確保するという

ことから、本届出制度の導入と併せて、有料ごみ処理券を添付せずに事業系廃棄物を

排出する行為について、条例に罰則規定を設けました。（平成２８年１０月施行） 

① 区の収集を利用する事業者が、事業系ごみの排出にあたり有料ごみ処理券を添付

せずに排出している場合は、添付を命じます。 

② 当該添付命令に従わない場合には、その旨を公表する場合があります。

③ 公表をした後において、添付命令に従わない場合には、５万円以下の過料を科す

場合があります。 

≪届出書様式等≫ 

【区の収集を利用する事業者の届出書等】 

◆「事業系廃棄物排出届出書」 ⇒  ① 

◆「届出済証」 ⇒  ② 

◆「事業系廃棄物排出届出書記載事項変更届出書」 ⇒  ③ 

【区の収集を利用しない事業者の調査票】 

  ◆「事業系ごみ・資源処理状況調査票」 ⇒  ④ 

※調査へのご協力をお願いします。 
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① 
第４号様式の２（第１１条の１３関係） 

  年  月  日 

事業系廃棄物排出届出書 

中野区長 宛て 

（事業者） 

住所 

氏名 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 中野区廃棄物の処理及び再利用に関する条例第２４条の２第１項の規定により、下記の

とおり届け出ます。 

記 

※ 事業系廃棄物の排出場所及びその周辺の略図を添付してください。 

事業者の氏名 

（法人にあって

は、名称及び代表

者の氏名） 

所在地 

電話番号 （ ） ―

業種 

常時使用する従

業員の数 

□ ２０人以下である。

□ ２０人を超える。

事業系廃棄物の

排出量 

 事業系一般廃棄物（動物の死体及びし尿を除く。）又は一般廃棄

物と併せて処理する産業廃棄物の１日平均の排出量は、 

□ １０キログラム未満である。

□ １０キログラム以上３０キログラム未満である。

□ ３０キログラム以上５０キログラム未満である。

□ ５０キログラム以上である。
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② 
第４号様式の３（第１１条の１３関係） 

届 出 済 証 

 下記の事業者は、下記のとおり中野区廃棄物の処理及び再利用に関する条例第２４条の

２第１項の規定による届出をしたことを証します。 

記 

事業者番号 

事業者の氏名 

（法人にあっては、その

名称及び代表者の氏名） 

所在地 

電話番号 （ ）― 

業種 

常時使用する従業員の

数 

□ ２０人以下

□ ２０人超

事業系廃棄物の排出量  事業系一般廃棄物（動物の死体及びし尿を除く。）又は一般

廃棄物と併せて処理する産業廃棄物の１日平均の排出量は、 

□ １０キログラム未満

□ １０キログラム以上３０キログラム未満

□ ３０キログラム以上５０キログラム未満

□ ５０キログラム以上

中野区長   印  
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③ 
第４号様式の４（第１１条の１３関係） 

  年  月  日 

事業系廃棄物排出届出事項変更届出書 

中野区長 宛て 

（事業者） 

住所 

氏名 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

 中野区廃棄物の処理及び再利用に関する条例第２４条の２第３項の規定により、届出事

項に変更があったので、下記のとおり届け出ます。 

記 

変更事項 

（該当する事項に○

をしてください。） 

事業者の氏名（法人にあっては、名称及び代表者名）・所在地・ 

電話番号・業種・常時使用する従業員の数・事業系廃棄物の排出量・

その他（                      ） 

変更内容 

新 

旧 

変更理由 

変更年月日 年 月 日 
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④ 
  年  月  日 

事業系ごみ・資源処理状況調査票 

《事業者情報》 

《貴事業所から出るごみ・資源の処理状況》 わかる範囲でお答えください。 

処理委託また

は自己処理を

しているごみ

や資源の種類 

《ごみ》 

□ 一般廃棄物（生ごみ、紙くず、木くず、繊維くずなど）

□ 産業廃棄物（プラスチック、ゴム、金属、ガラス、陶磁器、蛍光管など）

《資源》 

□ びん □ 缶 □ ペットボトル

□ プラスチック（発泡スチロールなど）  □ 古紙（ＯＡ紙、段ボールなど） 

□ その他（ ） 

処理方法 

□ 事業所単独で廃棄物処理業者等に委託している。

↓委託している業者の名称 

（業者名： ） 

  （業者名： ） 

□ ビル・建物で一括して廃棄物処理業者等に委託している。

↓委託している業者の名称 

（業者名： ） 

  （業者名： ） 

□ 会社（本部）で一括して廃棄物処理業者等に委託している。

↓委託している業者の名称 

（業者名： ） 

  （業者名： ） 

□ 自己処理（自分で清掃工場等に持ち込む、販売元の自主回収に出すなど）

事業者の氏名 

（法人にあっては、名称及び代

表者の氏名） 

所在地・店舗名 中野区 丁目 番 号 

電話番号 （ ） － 

業種 

常時使用する従業員の数 
□ ２０人以下である

□ ２０人を超える


